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／
4

ロ
ボ
ッ
ト
作
っ
て
み
よ
う
！
／
6　
精
華
く
る
り

ん
バ
ス
、
今
月
ダ
イ
ヤ
改
正
／
7　
精
華
町
職

員
募
集
／
16　
せ
い
か
３さ
ん

６ろ
く

５ご

／
18　
む
く
の

き
学
習
室
開
放
／
22　
せ
い
か
写
真
日
記
／
26

地震の発生を想定した避難所運営ゲーム
（Hinanjo Unei Game）が７月６日（土）、光
台四丁目集会所で行われました。これは、災
害時の避難所での出来事を想定し対応を考え
ることで、避難所運営を学ぶための模擬体験
型の訓練です。参加者は、みんなで図面を指
さしながら、矢継ぎ早に発生する避難所での
さまざまな出来事への対処に挑戦しました。
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??
　
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
家
屋
の
倒
壊
や

火
災
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で
被
災
し
た
人
々
が
住

居
を
失
い
、
そ
の
多
く
が
避
難
所
で
の
生
活
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
、
自
分
が
避
難
所
の
運
営
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
殺
到
す
る

避
難
者
の
人
々
や
多
く
の
出
来
事
に
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
は
、
避
難
所
運
営
を
み
ん
な
で
考

え
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
静
岡
県
で
開
発
さ
れ

た
も
の
で
す
。
参
加
者
は
、
避
難
者
の
年
齢
や

性
別
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
書
か
れ
た

カ
ー
ド
を
、
避
難
所
の
体
育
館
や
教
室
に
見
立

て
た
平
面
図
に
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
避

難
所
で
起
こ
る
出
来
事
へ
の
対
応
を
模
擬
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
避
難
所

運
営
で
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
や
要
求
が
あ
る

の
か
の
事
例
が
あ
り
参
考
に
な
っ
た
」「
避
難

者
の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
」「
普
段
か
ら
定
期
的
に
、
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
自
分
た
ち
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
た
」「
地
域
の
顔
見
知
り
が
集
ま
り
避
難
所

運
営
す
る
と
安
心
感
が
持
て
る
」
な
ど
の
意
見

や
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
谷
俊
夫
さ
ん
（
東
畑
地
区
）
と
河
村
年
郎

さ
ん
（
西
北
地
区
）
が
、
７
月
１
日
付
け
で
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
３
月
の
町
議
会
定
例
会
で
同
意
を

得
、
今
回
の
委
嘱
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
任
期
は
平
成
28
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
。

人
権
相
談
や
、
地
域
住
民
に
人
権
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を

行
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
人
権
啓
発
課
啓
発
係

　
（
4
９
５

−

１
９
１
９
）

　
京
都
府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
協
働

し
て
暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

「
地
域
力
再
生
活
動
」
を
応
援
し
ま
す
。 

　
補
助
金
の
交
付
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
項
目
を

ご
確
認
の
う
え
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
団
体

　

 

自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
・
子
ど

も
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
地
域
住
民
が
中
心

と
な
っ
た
団
体
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
う
ち
複

数
が
連
携
し
た
活
動
団
体

　
※ 

政
治
・
宗
教
な
ど
に
か
か
わ
る
団
体
、
営

利
を
主
な
目
的
と
し
た
団
体
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

▼
対
象
事
業

　

 

地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
自
ら
取
り
組
む
、
環

境
保
全
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
、
子

育
て
支
援
、
地
域
産
業
お
こ
し
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
地
域
活
動

▼
交
付
（
補
助
）
金
額

　
対
象
活
動
費
の
お
お
む
ね
３
分
の
１
以
内

　
※ 

京
都
市
域
外
の
活
動
に
は
、
財
団
法
人
京

都
府
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
も
同
様
の
支

援
が
あ
り
ま
す
。

　
※ 

活
動
内
容
や
予
算
規
模
に
応
じ
て
交
付

率
・
交
付
上
限
額
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間

　

 

９
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪
の
平
日

　
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
申
請
方
法

　
申
請
書
を
直
接
、
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

　
※ 

募
集
要
項
や
申
請
様
式
は
、
京
都
府
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
◆ 

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
総
務
部
企

画
振
興
室

　
　
（ 

4
２
１

−

２
０
４
９
・
6
２
２

−

８ 

８
６
５
）

　
◆ 

精
華
町
役
場
企
画
調
整
課
企
画
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
０
）

活
動
費
を
一
部
補
助

地
域
の
活
性
化
目
指
す
活
動
へ

京都府
地域力再

生

プロジェ
クト

支援事業

鈴
木
秀
行
さ
ん

が
受
賞

　
平
成
25
年
度
市
町
村
・
地
域
自
治
功
労
者
表

彰
式
が
６
月
19
日
㈬
、
京
都
府
立
府
民
ホ
ー
ル

（
京
都
市
）
で
行
わ
れ
、
元
精
華
町
議
会
議
員

の
鈴
木
秀
行
さ
ん
（
桜
が
丘
二
丁
目
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
今
年
５
月
ま
で
の
16
年
間
（
４

期
）、
精
華
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴木秀行さん河村年郎さん 大谷俊夫さん

自
治
功
労
者
表
彰

人
権
擁
護
委
員
に
２
氏

○
問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
室
危
機
管
理
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
８
）

対
象
地
域
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

　
精
華
町
防
災
訓
練
を
８
月
25
日
㈰
、
東
光

小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
小
学
校
区
を
単
位
に
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
な
ど
の
参
加
に
よ
る
地
域
発
災
型

の
防
災
訓
練
を
、
平
成
16
年
度
か
ら
各
校
区
で

順
次
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
２
巡

目
の
４
校
区
目
の
訓
練
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
の
東
光
小
学
校
区
（
光
台
・
東
畑
地

区
）
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
５
年
に
１
度
の

大
規
模
訓
練
の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
猛
暑
の
な
か
で
の
訓
練
と
な

り
ま
す
の
で
、
水
分
補
給
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

主
な
訓
練
内
容

▼
避
難
所
運
営
訓
練
（
体
育
館
内
）

　

 

地
区
集
会
所
か
ら
の
集
団
避
難
。
一
般
避

難
者
、
要
配
慮
者
や
外
国
籍
の
避
難
者
と

と
も
に
、
受
け
付
け
や
物
資
な
ど
の
配
分

を
行
う
訓
練
。

▼
体
験
・
展
示
な
ど

　

 

地
震
や
煙
の
体
験
ブ
ー
ス
や
、
各
防
災
関

係
機
関
の
協
力
に
よ
る
防
災
啓
発
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
消
火
訓

練
な
ど
。

平
成
25
年
度
精
華
町
防
災
訓
練

東
光
小
学
校
で
実
施

お知らせします！

机の上でもできる防災訓練
H
ハ グ
UGって
何だろう
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▶種　　目　個人ロードレース
　　　　　　※�詳細は、コースレイアウトとカテゴリー表

をご覧ください。
▶参加資格　健康な方
　　　　　　※ �CJ・C１・U23は、2013年度（財）日本自

転車競技連盟の競技者登録をしている必要
があります。

▶料　　金　女性・小中学生・高校生：1500円

　　　　　　そのほか：4000円
　　　　　　※保険代が含まれています。
▶申込期間　８月31日（土）まで（消印有効）
▶申込方法　�スポーツエントリーホームページ（http://

www.sportsentry.ne.jp/）ま た は JTBス
ポーツステーションホームページ（https://
jtbsports.jp/）から。

　　　　　　※申し込みは先着順とします。

▶日　時　�９月16日（祝・月）午前８時～午後１時ごろ（雨天決行）
▶場　所　�精華大通り・けいはんなプラザから学研施設の周辺（一周2.36㌔、高低差26㍍）＝右図
▶主　催　�けいはんなサイクルレース実行委員会（京都府自転車競技連盟・京都新聞社・精華町・木

津川市　ほか）

全国のサイクリストたちによって繰り広げられる熱いレース。
今年も精華大通り一帯で開催します。

カテゴリー（カテゴリー説明） 周回数／距離 スタート時刻 参加予定数
1 ＣＪ（登録高校生） 9周回／ 21.24㌔ 午前８時30分 100人
2 Ｃ２（上級・登録中級男女） 9周回／ 21.24㌔ 午前８時31分 50人
3 Ｃ３Ｌ（中級） 6周回／ 14.16㌔ 午前９時９分 120人
4 Ｃ３Ｈ（中級） 6周回／ 14.16㌔ 午前９時37分 120人
5 Ｃ４Ｌ（中初級） 4周回／ 9.44㌔ 午前10時５分 120人
6 Ｃ４Ｈ＋Ｗ（中初級と女性） 4周回／ 9.44㌔ 午前10時25分 120人
7 Ｃ１（登録上級） 12周回／ 28.32㌔ 午前10時49分 70人
8 Ｕ23（登録19～ 22歳男性） 12周回／ 28.32㌔ 午前10時49分 50人
9 Ｃ５Ｌ（初級） 3周回／ 7.08㌔ 午前11時35分 120人
10 Ｃ５Ｈ＋Ｗ＋小学５・６年生スポーツ（初級と女性と小学生） 3周回／ 7.08㌔ 午前11時52分 120人
11 小学５・６年（男女・ノーマル） 2周回／ 3.40㌔ 午後０時12分 30人
12 小学３・４年（男女・ノーマル・スポーツ） 2周回／ 3.40㌔ 午後０時12分 50人
13 小学１・２年（男女・ノーマル・スポーツ） 2周回／ 3.40㌔ 午後０時12分 50人
14 C６W（超初級女性） 2周回／ 3.40㌔ 午後０時12分 50人

2013けいはんなサイクルレース　カテゴリー表

学研都市に銀輪の風が舞う学研都市に銀輪の風が舞う
2013けいはんなサイクルレース開催2013けいはんなサイクルレース開催

出場者募集

通行規制と一部バス停の乗降制限・移設のお願い
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一方通行通行止め

京
セ
ラ
㈱

一般
車両
の通
行不
可

交通規制図

コースレイアウト

　サイクルレースの開催時間帯は、道路の通行規制とそれに伴う一部バス停の乗降制限・移設をします。周辺の皆さん
にはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

通行規制のお願い
　開催時間は、精華大通り・けいはんな
プラザから学研施設周辺の通行を規制し
ます。

一部バス停の乗降制限・
移設
　サイクルレースの開催時間帯は、奈良
交通路線バスと精華くるりんバスのバス
停を次の通り変更します。
▶奈良交通路線バス
　�精華大通りを東向きに進行するバスは
「光台七丁目停留所」「光台四丁目停留
所」「光台三丁目停留所」「けいはんなプ
ラザ停留所」での乗降ができなくなり
ますので、「光台八丁目停留所」または
「ATR停留所」をご利用ください。西
向きに進行するバスは、これらの停留
所でも乗降できます。
▶精華くるりんバス
　�山田川駅発祝園駅方面の「けいはんな
プラザ停留所」は、奈良交通「ATR停
留所」に移設します。

水曜・日曜・祝日休診
土曜午後休診
駐車15台可

広 告　

○問い合わせ　◆�けいはんなサイクルレース実行委員会事務局（京都府自転車競技連盟）（4�090－5151－9669）
　　　　　　　◆精華町役場�企画調整課�企画係（4�95－1900）



凡例

学研都市病院

近
鉄

西北

菱田

滝ノ鼻

むくのき
センター

狛田・下狛駅

保健センター

役場・図書館かしのき苑 上下水道
事務所

祝園駅
東口

山田川駅

祝園駅
西口

舟

僧坊

里いちご園

北稲八間

南稲八妻

山田 山田高橋

光が丘幼稚園

精華南中学校

南庄
精華台精華台西

けいはんな
プラザ

光台コミュニティーホール

スーパーフレスコ前

柘榴 乾谷

桜が丘

光台南

アピタ・
コーナン前

東光
小学校

東畑 東畑口

北ルート
南ルート
新ルート（南ルート）
バス停（鉄道駅）
バス停

東

北ノ堂

祝園一丁田

馬渕

菅井

JR

路 線 図

○問い合わせ
　◆奈良交通（株） 平城営業所 (4 0742−71−1380)
　◆精華町役場 都市整備課 まちづくり計画係（4 95−1902）

精華くるりんバスの一部ルートの延長とダイヤ改正を８月１日（木）、行いました。
・新バス停「学研都市病院」を設置し、ルートを延長 
・バス停「東畑口」を約80㍍東（以前の路線バスのバス停位置）に移設
時刻表は各戸配布しているほか、町ホームページでもご覧になれます。今後も多くのご利用
をお待ちしています。

今月ダイヤ改正
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け
い
は
ん
な
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
教
室
が
９
月
～

12
月
、
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
、
も
の
づ
く
り
や
先
端
的
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
し
て
も

ら
い
な
が
ら
「
科
学
す
る
心
」
を
育
て
る
同
教

室
。
工
具
を
使
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
、

パ
ソ
コ
ン
で
セ
ン
サ
ー
を
制
御
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
り
ま
す
。
さ
ら
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

ゲ
ー
ム
（
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
た
ラ
イ
ン
ト

レ
ー
ス
・
障
害
レ
ー
ス
・
サ
ッ
カ
ー
）
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
、
工

具
な
ど
は
す
べ
て
貸
与
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

�

９
月
１
日
・
10
月
６
日
・
11
月
３
日
・
12
月

１
日
の
各
日
曜
日

　

�

午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
９
月
１
日
の
み
午

後
１
時
～
４
時
）

▼
場
所

　

�

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
交
流
棟
・
中
会
議
室

「
黄
河
」（
５
階
）

▼
対
象
者

　

�

精
華
町
・
京
田
辺
市
・
木
津
川
市
在
住
で
全

回
出
席
で
き
る
小
学
５
年
生
～
中
学
３
年
生

▼
定
員

　
45
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
方
法

　

�

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
①
参
加
者
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別
③
学
校
名
・
学
年

④
住
所
⑤
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
⑥
電

話
番
号
を
、
返
信
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
次
の
と
こ
ろ
へ
（
は
が
き
１
枚
に

つ
き
１
人
の
申
し
込
み
）。

　

�

〒
６
１
９

−

０
２
３
７　
精
華
町
光
台
一
丁

目
７
番
地　
㈱
け
い
は
ん
な
内
「
ロ
ボ
ッ
ト

教
室
」
事
務
局

▼
申
込
期
間

　
８
月
16
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

▼
主
催

　

�

け
い
は
ん
な
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
・

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会

▼
後
援

　

�

精
華
町
・
京
田
辺
市
・
木
津
川
市
の
各
教
育

委
員
会

�

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て

　
　

�

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議

会
（
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
（
4
９
５

−
５
０
３
４
）

　
◆
学
習
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
け
い
は
ん
な
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　
　
（
4
０
７
０

−

５
２
６
３

−

２
２
０
０
）

ロボット作ってみよう！
けいはんなプラザで教室　９～ 12月

　
相
楽
作
業
所
（
精
華
台
五
丁
目
１
番
地
４
）

で
は
毎
週
月
曜
日
、
陶
芸
教
室
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
基
本
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

５
月
19
日
㈰
の
精
華
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

で
、
社
会
福
祉
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

き
る
た
め
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま

す
。

　
時
間
は
午
後
５
時
30
分
～
10
時
の
う
ち
任
意

の
時
間
。
料
金
は
１
回
１
０
０
０
円
と
材
料
代

（
茶
碗
で
約
５
０
０
～
６
０
０
円)

で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
相
楽
作
業
所　
馬
場
・
田
中

　
（
4
９
３

−

３
２
７
７
・
３
２
９
６
）

　
（
6
９
３

−

３
２
７
１
）

世
界
に
一
つ
だ
け
の
器
を

毎
週
月
曜
　
相
楽
作
業
所
で
陶
芸
教
室

福
祉
分
野
で
大
き
な
功
績

そ
の
支
援
に
長
ら
く
取
り
組
ま
れ
て
き
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
受
賞
し
た
個
人
・
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。

・
伊
藤
篤
子
さ
ん
（
乾
谷
地
区
）

・
杉
島
怜
子
さ
ん
（
乾
谷
地
区
）

・
杉
浦
英
子
さ
ん
（
乾
谷
地
区
）

・
杉
山
輝
夫
さ
ん
（
東
地
区
）

・�
古
布
裁
断
「
こ
っ
と
ん
」〔
代
表
者
＝
松
本

さ
ち
子
さ
ん
（
南
稲
八
妻
地
区
）〕

○
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
4
９
５

−

１
９
０
４
）

社会福祉功労者を
表彰しました
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
の
40
歳
～

74
歳
の
方
が
対
象
の
特
定
健
診
。
申
し
込
み
・

受
診
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　
町
民
の
死
因
の
約
３
割
は
、
生
活
習
慣
病
が

原
因
の
病
気
で
す
。
が
ん
と
並
ぶ
主
要
死
因
の

一
つ
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
は
若
い
う
ち
か
ら
積

み
重
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
う
ち
に
自
分
の
体

の
問
題
点
と
向
き
合
っ
て
、
早
め
に
手
を
打
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
国
保
加
入
者

の
う
ち
40
～
50
代
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、

わ
ず
か
約
２
割
。
病
気
を
重
症
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
毎
年
特
定
健
診
を
受
け
て
、
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
診
の
個
別
健
診
は
９
月
ま
で
、
左
表

の
病
院
で
受
診
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
国
保
医
療
課
国
保
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
９
）

病　院　名 電話番号

天野医院 95−9500

おく内科医院 72−7023

岸田内科医院 95−1771

コマダ診療所 93−1787

島谷クリニック 66−1850

下里医院 72−1212

平田内科医院 95−3400

藤木医院 94−2006

藤村医院 94−5770

古田診療所 93−2216

山田内科クリニック 98−3660

芳川医院 71−0014

特定健診の個別健診が受け
られる病院

高
額
療
養
費
制
度
・
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
費
制
度
を
利
用
し
た
後
、
医
療
と
介
護
の

自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
る
と
、

そ
の
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
高
額
介
護

合
算
療
養
費
と
い
い
ま
す
。

　
医
療
保
険
や
介
護
保
険
で
は
、
自
己
負
担
額

が
一
定
限
度
額
を
超
え
る
と
そ
の
分
が
支
給
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
場
合
、

１
カ
月
ご
と
の
自
己
負
担
額
は
抑
え
ら
れ
て

も
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
医
療
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
と
負
担
は
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
「
高
額
介
護
合

算
療
養
費
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
計
算
上
の
注
意
点

　
・�

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負

担
額
の
あ
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　
・�

医
療
保
険
で
合
算
対
象
と
な
る
自
己
負
担

額
は
、
高
額
療
養
費
制
度
と
同
額
で
す
。

　
・�

高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、
自

己
負
担
額
か
ら
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　
・�

限
度
額
を
超
え
た
金
額
が
５
０
０
円
未
満

の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
国
保
医
療
課
国
保
係

　
（
4
９
５

−

１
９
２
９
）

高額介護合算療養費の自己負担限度額�
（年額：８月～翌年７月）

所得区分

国民健康保険＋
介護保険
（70歳以上74歳
未満の方がいる
世帯）

国民健康保険＋
介護保険
（70歳未満の方
がいる世帯）

現役並み所得者
（上位所得者）
【注１】

67万円 126万円

一般区分
【注２】 56万円 67万円

低所得者
Ⅱ 31万円【注３】 34万円

【注３】Ⅰ 19万円【注４】

【注１】現役並み所得者は、住民税課税所得が145万円以
上で70歳以上の国保被保険者。上位所得者は、同じ世帯
の国保被保険者全員の基礎控除後の合計所得が600万円
を超える方（70歳未満）。
【注２】�ほかの所得区分に該当しない方。
【注３】�住民税非課税の世帯。
【注４】住民税非課税世帯で、世帯員の所得が一定基準
を満たす場合（単独世帯で年金収入のみ：年収80万円以
下、２人世帯で年金収入のみ：各年収80万円以下）。

　
住
宅
を
改
修
し
た
場
合
、
条
件
に
よ
り
固
定

資
産
税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
【
注
】。
該

当
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
耐
震
改
修
工

事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

を
満
た
す
耐
震
改
修
で
あ
る
こ
と

　
・�

耐
震
改
修
の
費
用
が
１
戸
あ
た
り
50
万
円

を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
契
約
日
が

平
成
25
年
３
月
31
日
以
前
の
分
は
30
万
円

以
上
）

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

省
エ
ネ
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
築
住
宅
や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
年
度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
省
エ
ネ
改
修

工
事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と

　
・�

次
に
挙
げ
る
省
エ
ネ
改
修
工
事
で
、
そ
の

改
修
工
事
の
費
用
が
50
万
円
を
超
え
る
も

の
（
契
約
日
が
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

の
分
は
30
万
円
以
上
）
で
あ
る
こ
と

　
　
①
窓
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事　

　
　
※�

い
ず
れ
の
工
事
も
①
を
含
む
工
事
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
①
～
④
の
改
修
工
事

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

に
な
る
こ
と
。

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。
上
限
は
１
０
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市

計
画
税
の
減
額
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
築
住
宅
や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
年
度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

　
・�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
し

て
い
る
こ
と

　
　

�

▽
65
歳
以
上
の
方
・
介
護
保
険
法
の
要
介

護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
・
障
害
者
の
方

　
・�

次
の
改
修
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除
く
自

己
負
担
金
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の
（
契

約
日
が
平
成
25
年
３
月
31
日
以
前
の
分
は

30
万
円
以
上
）
で
あ
る
こ
と

　
　

�

▽
廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
こ
う
配
緩
和
・

浴
室
の
改
良
・
便
所
の
改
良
・
手
す
り
の

取
り
付
け
・
床
の
段
差
の
解
消
・
引
き
戸

へ
の
取
り
替
え
・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

【
注
】
本
年
度
の
税
制
改
正
で
、
こ
の
減
額
制
度
の
期
間

が
延
長
さ
れ
、
改
修
費
用
の
下
限
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

　
税
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（
4
９
５

−

１
９
１
６
）

固
定
資
産
税

耐
震
改
修
な
ど
で
一
部
減
額

　３歳から小学校卒業までの方が外来医療費の助成を受ける
には、現在お持ちの白色の受給者証とは別の受給者証を受け
るための申請が必要です。申請した方には８月下旬、さくら
色の受給者証（９月から使用可能）を郵送します。白色の受給
者証は、これからも入院医療費の助成に利用できます。

　町では、65歳以上70歳未満の方に、医療費（保険適用分）
の一部を助成しています【注１】。
　助成は申請が必要です。申請の結果、認定された方には８
月下旬、うぐいす色の受給者証（９月から使用可能）を郵送し
ます。

　上記の両助成の対象者にはご案内を郵送しています。申請は、受給者証交付申請書・対象者の保険証・印鑑をお持ちく
ださい【注２】。申請期間は８月13日（火）～19日（月）の平日【注３】で、手続きは代理の方の来庁や郵送でも可能です。
【注１】60歳未満の方と同居する所得税課税世帯や、一定所得を超える世帯などは該当しません。【注２】高齢者の医療費助成で本人・
世帯で平成25年１月2日以降、精華町に転入した方がいる場合は、その方の24年中の所得額と控除額を証明する書類（住民税課税対象所得
額が表示されているもの）も必要です。【注３】申請が遅れると受給者証の使用開始日も遅れる場合があります。

○問い合わせ　国保医療課 医療係（4 95－1929）

昭23年９月生の方へ
高齢者の医療費助成

平22年８月２日～９月１日生の子へ
子どもの医療費助成

  

そのほか
10％

消化器系の疾患
６％

呼吸器系の疾患
20％

神経系の疾患
２％

生活習慣病に起因するの疾患
29％

がん
32％

感染症など
１％

精華町の主要死因別死亡者数割合

特
定
健
診
は
40
歳
か
ら
医
療・介
護
の
自
己
負
担
軽
減


